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テーマＡ―１【小学校 算数】  

武雄市立山内東小学校 教諭 小川 佳子 

〈キーワード〉 ①思考過程の表出  ②式の根拠  ③計算結果の意味 

１ 研究の目標 

数学的に考える力を育成するために，自力解決の場面において，自分の考えを筋道立てて表現する

活動の在り方を探る。 

２ 目標設定の趣旨 

平成20年３月に示された学習指導要領の算数科の目標では，「日常の事象について見通しをもち筋

道を立てて考え，表現する能力を育てる……」１)とあり，改訂では，「表現する」の文言が加えて示

されている。そこでは，「考える能力と表現する能力とは互いに補完しあう関係にあり，考えを表現

する過程で，自分のよい点に気付いたり，誤りに気付いたりすることがあるし，自分の考えを表現す

ることで，筋道を立てて考えを進めたり，よりよい考えを作ったりできるようになる」１)とある。ま

た，改訂の基本方針として，「根拠を明らかにし，筋道を立てて体系的に考えることや，言葉や数，

式，図，表，グラフなどの相互の関連を理解し，それらを適切に用いて問題を解決したり，自分の考

えを分かりやすく説明したり……」１)と具体的に示され，考えて表現する活動が重視されている。 

また， ｢平成24年度佐賀県小・中学校学習状況調査及び全国学力・学習状況調査を活用した調査の

結果概要報告」によると，第５学年では，解き方や考え方などを言葉や式を使って説明する問題の正

答率が「おおむね達成」の基準を下回っていた。これは，自分の考えを表現することに課題があるこ

とを示しており，根拠を明らかにし，筋道立てて考え表現する力が身に付いていないためと考えられ

る。 

所属校５年生児童においても，解き方や考え方などを言葉や式を使って説明する問題について苦手

だと感じている児童が82％であった。また，記述式の問題で何をどのように説明してよいのかが分か

らないと感じる児童は61％であった。これまでの実践を振り返ってみても，自力解決の自分の考えを

表現する活動において，何を説明すればよいのかの手立てに課題があったと考えられる。 

そこで本研究では，「思考力」を，根拠を明らかにしながら考えを進めていく力，「表現力」を，思

考過程を表出する力と捉え，自分の考えを言葉や数，式，図などを使ってかき表す活動に焦点化して

研究を行うこととした。そして，研究テーマ，研究課題を受け，自力解決の場面において，根拠を明

らかにし筋道立てて考え，表現する活動の在り方を探っていく。このような算数的活動を充実させる

ことが，表現する力と補完の関係にある思考する力を高めることにつながっていくと考え，本目標を

設定した。 

３ 研究の仮説 

  自力解決の場面において，「考えを説明するポイント」を基に，式の根拠や計算結果の意味につい

ての考えを記述させれば，根拠を明らかにしながら考えを進めていく児童を育てることができるであ

ろう。 

本  算数科の学習においては，根拠を明らかにして考えることや，考えを言葉や式などを使って分

かりやすく表現する力に課題が見られた。そこで，「なぜその式なのか」という式の根拠と「その

式で何を求めたのか」という計算結果の意味を吹き出しを使って記述させることにした。その結

果，思考過程を明らかにしていくことができ，児童の根拠を明らかにして筋道立てて考えようと

する態度や，数学的に考える力の向上が見られるようになってきた。 

要   旨 
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４ 研究の方法 

(1) 研究紀要や文献などを基にした，算数科における表現力についての理論研究 

(2)  児童の意識に関するアンケート，児童のノート記述やテスト結果の分析 

(3)  検証授業を通した，手立ての有効性の考察及び仮説の検証     

 

５ 研究の内容 

(1)  数学的な思考力・表現力を育成するための指導法の理論研究を行い，表現活動における有効な手

立てを明らかにする。 

 (2)  児童の意識に関するアンケート，児童のノート記述やテスト結果を基に，根拠を明らかにしなが

ら考えを進めていく力の変容を調査・分析する。 

(3)  所属校の５年生における単元「平均とその利用」(３時間)，「見積もりを使って」(３時間)を用

いた授業実践を行い，仮説を検証する。     

 

６ 研究の実際 

(1)  文献等による理論研究 

   「数学的な考え方」の育成は，算数科の長年の課題として挙げられている。この点について，

田中は，昭和46年の北山巽氏の論文を取り上げ，「『考える手法を知らないがために考えない』と

いう点に同感である。子どもたちの考える力を育てるためには，『どのようにして考えたらいいの

かを共に考えていく時間』をもつことが必要なのだと思うようになった。そのためには，結論を

報告しあう授業ではなく，いかにして考えている過程を表出させるかが，大切な視点になると考

えた」２)と述べている。また，算数教育の課題として，考える手法を伝えるのだという意識が欠如

していたことを挙げ，「その解決のために，授業において育てる子どもたちの表現力を思考過程の

表出という視点で見つめ直し，考えてみたい」２)と述べている。平成20年の学習指導要領の改訂に

よって，算数科の中に「見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力」の育成が位置付けられ，

新たに「表現する」の文言が加えて示されている。そのことについて小西は，「児童の理解に関し

て，これまでは筋道を立てて考えて問題を解決できること(結果)で身に付いたと判断する傾向が

強かったが，さらにその過程や理由を適確に表現できてこそ身に付いたとみるべきである」３)と述

べている。また，金本は，「思考と表現との関係をとらえた上で，子どもたちの表現活動が自由に

そして豊かに進められるためには，子ども自身の表現技能の習得が欠かせない」４)と述べている。

全国学力・学習状況調査の記述式の問題における特徴として，金本は，「①必要な情報を読み取る，

②読み取った情報や既習の内容などをもとにして考え，計算で何を求めるのかを明確にし，計算

処理する，③計算によって得られた情報をもとに判断する・結論を出す，というプロセスを筋道

立てて表現していることにある。そして，このような説明の仕方の実現が求められている」4)と述

べている。 

このように，計算の目的や計算結果の意味に着

目した表現活動の充実が望まれており，目には見

えない思考のプロセスを筋道立てて表現する力を

高めることが求められている。 

(2) 研究の構想 

ア  学習過程における手立ての位置付け 

１単位時間の授業を「つかむ」「見通す」「自力

解決」「練り合う」「振り返る」の５つの段階とし， 

表１ １単位時間の授業の学習過程 
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その中の「自力解決」の場面に根拠となるものを明らかにして筋道立てて思考過程を表現し，考

えを進めていくための手立てを位置付けることとした(前頁表１)。 

イ 根拠となるものを明らかにして筋道立てて思考過程を表現し，考えを進めていくための手立て 

立式には必ず根拠があり，計算の結果(数値)

にも意味がある。それらを記述させていくこと

で，思考過程を明らかにしていくことができ，

考えを進めていく力につながると考える。そこ

で，計算の目的としての式の根拠と計算結果の

意味に着目し，「式の説明」と「計算で求めた

数の意味」を「考えを説明するポイント」とし

て示すこととした(図１)。自力解決の場面で自

分の考えを表現させる際，「なぜその式なのか」

という式の根拠と「その式で何を求めたのか」

という計算結果の意味を吹き出しを使って記述

させる。まず，式の根拠として既習の学習内容

を振り返らせながら，演算決定の理由や問題解

決のための着眼点を記述させ，次に，求めた計

算結果の意味を考えさせる。その際，吹き出し

を使った記述モデルを提示し，記述の仕方をつ

かませる(図２)。このような活動を繰り返して

いくことで，根拠となるものを明らかにして筋

道立てて思考過程を表現し，考えを進めていく

力を高めていくことができると考える。 

ウ 自力解決が困難な児童への手立て 

自力解決が困難な原因として，問題場面の把握ができないこと，文中の数の量感がもてないこ

とや既習内容の理解が不十分であることなどが考えられる。そこで，既習内容の理解が不十分な

児童や文章だけでは問題の構造を把握することが困難な児童へ

は，棒グラフや線分図などで表したイメージ図を手掛かりにさ

せることにした。考えの進め方

の流れがよりイメージできるよ

うに，ＩＣＴを活用したイメー

ジ図の動画を見せる(図３)。さ

らに，戸惑いが見られる児童に

は，何を考えていけばよいのか

具体的に把握させるために，イ

メージ図と吹き出しを使った記

述モデルを組み合わせたヒント

用ワークシートを活用させる(資料１)。 

(3) 検証の視点 

   次の２つの点について，手立ての有効性を分析し，考察していく。 

【検証の視点Ⅰ】 「考えを説明するポイント」を使って思考過程を記述させることが，次に何

を考えていけばよいのか考えを進めさせていく上で有効だったか。  

資料１ ヒント用ワークシート 
  

図３ ＩＣＴを使った動画 
 

図１ 研究の構想 

図２ 吹き出しを使った記述モデル 
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【検証の視点Ⅱ】 「考えを説明するポイント」を基に筋道立てて考え表現する活動に取り組ま

せることが，数学的に考える力を高める上で有効だったか。  

(4) 検証授業の実際 

ア 授業実践の概要 

(ｱ) 単元名 第５学年 単元「見積もりを使って」〈数と計算領域〉(全３時間) 

(ｲ) 単元目標 見積もりの必要性に気付き，差し引いて残った部分を比べたり，切り上げや切

り捨てを使ったりして，見積もって判断することができる。 

本単元は，第４学年での概数についての学習を受けて，更に２量の和において見積もりの

場を広げることをねらいとしている。また，本単元は，計算で求めた数値がそのまま解答と

なるのではなく，その数値から解答を判断する問題になっており，判断の根拠が問われる学

習である。 

指 導 計 画 

第１時 
ある数をこえる部分とたりない部分をさしひいた見積もりの仕方を考え，判断すること
ができる。 

第２時 切り上げや切り捨てを使った和の見積もりの仕方を考え，判断することができる。 

第３時 目的に応じた，切り上げを使った和の見積もりの仕方を考え，判断することができる。 

(ｳ) 第３時の授業の概要 

１月に行った検証授業の第３時「□円でたりるかどうかを決めるときの見積もりの仕方を

考えよう」について授業の流れを示す(表２)。 

 

〇本時の目標 
  ・目的に応じた，切り上げを使った和の見積もりの仕方を考え，判断することができる。 

(数学的な考え方) 

つ

か

む 

１ 本時の学習問題を知る。 
 

２ 学習課題をつかむ。 
 
 

見

通

す 

３ 見通しをもつ。 

(1) 解決方法の見通しをもつ。 

・ 100円より少ないはしたを切り捨てて概数にして計算 

 する。 

・ 100円より少ないはしたを切り上げて概数にして計算 

する。 

(2) 説明の仕方について確認する。 

 ・ 「考えを説明するポイント」を基に，式の説明と計 

算で求めた数の意味を吹き出しの中に記述する。 

・ 計算結果から答えをそのように決めた理由を記述する。 

 

 

自     

力  

解

決 

４ 見通しを基に調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 授業の概要「見積もりを使って」第３時 

右の品物を買おうと思います。財布の中に，3300 円 

入っています。3300 円でたりるかどうか見積りましょう。 

ある金額でたりるかどうかを決めるときの見積もりの仕方を考えよう。 

 

吹き出しを使った記述モデル 

ヒント用ワークシート ＩＣＴを使った動画 
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練
り
合
う 

５ 解決結果について話し合う。 
(1) それぞれの考えについての妥当性や有効性を検討する。 
(2) 本時のまとめをする。 

振

り

返

る 

６ 学習を振り返る。 
(1) 適用問題を考える。 

 

 

 

(2) 学習の感想を書く。 

イ 考  察 

(ｱ)  【検証の視点Ⅰ】授業において，「考えを説明するポイント」を使って思考過程を記述させる 

ことが，次に何を考えていけばよいのか考えを進めさせていく上で有効だったか。 

ａ 学級全体の傾向にみる考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月に行った単元「見積もりを使って｣ 〈数と計算領域〉の検証授業第３時において，自力解

決の場面のノート記述を基に考察を述べる。本時は，解答するまでに２つの思考過程を有する学

習である。第１思考として実際の数を概数にして合計を求め，第２思考でその概数の和から実際

の和の大きさを判断し，その結果が解答になるという判断を伴う学習である。第１思考の「考え

を説明するポイント」である２つの「式の説明」と「計算で求めた数の意味」を正しく記述して

いた児童は，82.6％(19名)いた(表３)。そのうちの18名は，第２思考においても答えを判断した

根拠を記述し，考えを進めることができていた。このことから，吹き出しを使った記述モデルを

提示し， ｢考えを説明するポイント」を記述させたことは，次に何を考えればよいか考えを進め

ることにつながったと考えられる。また，イメージ図の動画やヒント用ワークシートを手掛かり

にした８名のうち６名が，第２思考へと考えを進めることができていた。同様に第１時では，イ

メージ図の動画やヒント用ワークシートを手掛かりにした７名のうち５名が，第２時では，８名

のうち５名が，第２思考においても答えを判断した根拠を記述し，考えを進めることができてい

て，イメージ図の動画やヒント用ワークシートが考えを進める手助けとなったと考えられる。 

また，11月に実践を行った，単元「平均とその利用」〈量と測定領域〉の検証授業の第３時に

おける記述についても考察を加える。本時は，問題解決までに２つの思考過程でそれぞれに立式

を必要とする問題である。「考えを説明するポイント」を第１思考で記述しいていた児童は，

82.6％(19名)いた。そのうちの68.4％(13名)は，第２思考における立式について，「式の説明」

の中に式の根拠を記述し，考えを進めることができていた。このことから，11月実践では，記述

モデルの提示やイメージ図を動画で見せる手立てはなかったものの，吹き出しを使って「考えを

説明するポイント」である「式の説明」や「計算で求めた数の意味」を考えさせたことにより，

〈量と測定〉領域においても，児童は，根拠を明らかにして思考を進めていくことができたと考

えられる。 

○…適当な記述      ▲…根拠になりがたい      ×…記述なし 
動…イメージ図動画をヒント     ワ…イメージ図ワークシートをヒント 

３つのおかしを買おうと思います。 

600 円でたりるかどうか見積もって考え，数，式，ことばを 

使って説明しましょう。 

表３ 自力解決場面での思考過程の記述にみる考えの進め方「見積もりを使って」 

「平均とその利用」５／10） 1 2 Ｂ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 Ｃ 18 19 20 21 22 23

式の説明 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

式の説明 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

求めた数の意味 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

第２思考 答えの説明 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

動 動 動 動 動 動 動 動

ワ ワ ワ ワ

× 式 式 式 式

児 童 番 号

第１思考

イメージ図動画

イメージ図ワークシート

自
力
解
決

考えの進め方 根 根 根 根 根 根 根 根 根 根根 根 根 根 根 根根根 根
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ｂ  抽出児にみる考察  

１月に行った，単元「見積もりを使って｣ 〈数と計算 

領域〉の第３時において，自力解決の場面での２名の抽 

出児の記述を基に考察を行う。２名の抽出児のプロフィ 

ールについては表４に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず，Ｂ児の自力解決場面でのノート記述を基に考察を述べる。Ｂ児の記述では，「考えを説明す

るポイント」である「式の説明」と「計算で求めた数の意味」，「答えの理由」を吹き出しを使って記

述し，正しい式と根拠を表現することができていた(資料２)。記述内容を詳しく分析してみると，実

際の数を概数にして合計を求める第１思考において，「計算で求めた数の意味」を概数の和と表現し

(資料２※１)，第２思考では，「答えの理由」に，第１思考の「式の説明」に記述した切り上げと関

連させた判断の根拠を記述することができていた(資料２※２)。これは，「式の説明」や「計算で求

めた数の意味」を考えることで，思考の根拠を確かなものにして，概数の和から実際の和の大きさを

判断する第２思考へと考えが進んだと見ることができる。また，Ｃ児の記述では，吹き出しを使って，

「式の説明」と「計算で求めた数の意味」，「答えの理由」を記述し，それぞれの式の根拠を正しく表

現していた(資料２)。なかなか自分の考えがもてなかったＣ児ではあったが，既習内容である切り上

げの意味を棒グラフを使って表現したイメージ図の動画をヒントに(次頁表４)，概数の和から実際の

和の大きさを判断する第２思考の根拠として大きく見積ったことを記述し(資料２※３)，考えを進め

ることができた。これは，切り上げをするということが実際の数より大きく見積ることであるという

既習内容を，イメージ図の動画をヒントにして想起することができ，次に何を考えればよいかをつか

むことができたからだと考えられる。 

また，11月に実践を行った単元「平均とその利用」〈量と測定領域〉における記述についても考察

を加える。 
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表４ 抽出児のプロフィール 

Ｂ

児 

式と答えのみの問題では正答率

が高いが，考えを説明する記述式

の問題を苦手としている。 

Ｃ

児 

 なかなか自分で考えをもつこと

ができず，特に記述式の問題で

は，何をどのように説明してよい

のかが分からず，個別指導を必要

とする。 

 

資料２ 抽出児の自力解決場面のノート記述「見積もりを使って」 
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まず，Ｂ児の記述内容を詳しく分析してみると，第１思考での「計算で求めた数の意味」を一の

位の平均と表現し(資料３※１)，第２思考では，「式の説明」にその一の位の平均をどうするかを

記述することができていた(資料３※２)。これは，「計算で求めた数の意味」を考えることで，第

１思考から第２思考へと考えが進んだと見ることができる。また，Ｃ児の記述では，イメージ図と

吹き出しを組み合わせて示したヒント用ワークシートを手掛かりにして，第１思考の「計算で求め

た数の意味」(資料３※３)を基に，第２思考の「式の説明」(資料３※４)を記述しており，Ｃ児に

おいても，考えを進めていくことができていた。 

ｃ 児童の意識に関するアンケートにみる考察  

手立ての有効性について，児童の意識に関

するアンケートの事前調査(10月)と事後調査

(１月)の変容を基に考察を述べる。図４は，

「問題を解くときに，考えが進めやすいか」

という質問に対する児童の回答結果の割合で

ある。事前調査では，あてはまる又はだいた

いあてはまると回答した児童が56.5％(13名)

だったのに対して，事後調査では，87.0％

(20名)の児童が考えが進めやすいと回答して

いる。 

このように，問題解決までに２つの立式を

必要とする学習(11月)や計算結果から判断して解答する学習(１月)において，吹き出しを使った記

述モデルを提示して，「考えを説明するポイント」を記述させたことは，児童の思考過程の表出の

手助けとなり，考えを進めさせていくことに有効であったと考えられる。 

(ｲ) 【検証の視点Ⅱ】「考えを説明するポイント」を基に筋道立てて考え表現する活動に取り組ませる 

ことが，数学的に考える力を高める上で有効だったか。 

ａ 授業終末の記述式適用問題における結果と自力解決場面で「考えを説明するポイント」を記述

した程度との関連にみる考察 

11月実践単元「平均とその利用」と１月実践単元「見積もりを使って」のそれぞれの第２時と

第３時の自力解決場面での記述において，「考えを説明するポイント」を基に「式の説明」や「計

算で求めた数の意味」を正しく記述したかによって十分・おおむね・やや不十分・不十分の４つ

のグループに分けた。そして，授業の終末にどのように考えを進めたのかについて記述する適用 
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資料３  抽出児の自力解決場面のノート記述「平均とその利用」」 

図４「問題を解くときに，考えが進めやすい
か」についての回答結果 
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問題に取り組ませ，その第２時と第３時の平均点と４つのグループとの関連から思考力の高まり 

について考察を述べる。 

まず，単元「見積もりを使って」(１月)の結果を基に考察を述べる。授業終末に行った適用問題

の平均点が100点の児童は，74.0％(17名)で，そのうち88.2％(15名)が十分又はおおむねのグルー

プに属している(図５)。このことから，自力解決の場面で「考えを説明するポイント」を記述した

児童ほど，終末の適用問題においても根拠を明らかにして解答できる傾向にあることが分かる。単

元「平均とその利用」(11月)の結果でも，同様の傾向が見られる。このことは，自力解決の場面に

おいて「考えを説明するポイント」を記述させたことで，根拠を意識して考えを表現する手法を習

得することができ，思考過程を明らかにして問題解決をしていく姿につながったからだと考えられ

る。 

また，１月の単元「見積もりを使って」においては，11月の実践を受けて，吹き出しを使った

記述モデルの提示やイメージ図の動画の手立てを新たに取ったことにより，「考えを説明するポイ

ント」を使った十分又はおおむねのグループに属している児童が11月の単元「平均とその利用」

の47.7％(11名)から73.8％(17名)に増加した(図５)。それに伴って，適用問題の平均点が高くな

ったと考えられる。このことから，吹き出しを使った記述モデルの提示やイメージ図の動画の手

立てをとったことが，「考えを説明するポイント」の記述を促し，根拠を明らかにしながら学習を

進めていくことにつながったと考えられる。さらに，考えがもてない児童に対しては，既習内容

や考えの進め方を示したイメージ図の動画を見せたことで，既習内容を想起し次に何を考えれば

よいのかをつかませることができたと考えられる。 

ｂ  自作の問題を使った事前調査と事後調査の結果の比較にみる考察 

〇…適当な記述  △…不十分  ▲…不適当な記述  ×…記述なし 
【変容】 ↑…根拠を明らかにして表現する力の高まりあり  

  ↓…根拠を明らかにして表現する力の高まりなし  ◎…事前・事後共に正答  －…変容なし 
 

 

表５ 事前と事後の自作の問題の解答結果にみる変容 

図５ 授業終末の適用問題における平均点と自力解決場面で「考えを説明するポイント」を記述
した程度との関連 
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検証授業前(10月)と検証授業後(１月)に，自分の考えを説明する自作の記述式問題を使って実

態調査を行った(資料４)。問題場面を変えずに数値を変えて調査を行った事前と事後の回答結果

を比較して思考力の高まりについて考察を述べる。前頁表５は，学級全体の事前調査と事後調査

の記述式問題の回答結果である。 

事前調査では，根拠の記述がなかった児童が65.2％(15名)であったのに対して，事後調査では，

17.3％(４名)だけであった(前頁表５)。そして，根拠を明らかにして表現する力に高まりが見ら

れた児童は，60.9％(14名)であった。また，抽出児の記述を見てみると，考えを説明する記述式

問題を苦手としていたＢ児は，事前調査では，正しい式と答えのみの記述にとどまっていた。し

かし，事後調査では，式と

言葉を関連させて考えの根

拠を記述することができて

いた(資料４)。また，Ｃ児

は，誤答ではあったが吹き

出しを使って考えを説明し

ていて，根拠を述べていく

ことを意識しながら考えを

進めようとしていたことが

うかがえる。 

以上のことから，「考えを

説明するポイント」を示し

て考えを記述させる活動に

取り組ませたことにより，

児童は，思考過程を表現す

る手法を習得することがで

き，根拠を明らかにして考

え表現する力が高まってき

ていると考える。 

ｃ 児童の意識に関するアンケートにみる考察 

手立ての有効性について児童の意識に関するアンケートの事前調査(10月)と事後調査(１月)の変

容を基に考察を述べる。 

図６の「説明する問題では，何を書いていけばよいのかが分かっているか」について，あてはま

【事前調査(10 月)】 
あきらさんは，500 円玉貯金をし

ています。今の貯金箱の重さは
780g になりました。あきらさんの
はじめの貯金箱の重さは 500g でし
た。500 円玉１この重さは７g で
す。あきらさんの貯金箱の中の金
額はいくらですか。どのように考
えたのか分かるように，式やこと
ばなどを使って説明しましょう。 

【事後調査(１月)】 
あきらさんは，50 円玉貯金をし

ています。今の貯金箱の重さは
540g になりました。あきらさんの
はじめの貯金箱の重さは 300g でし
た。50 円玉１この重さは４g で
す。あきらさんの貯金箱の中の金
額はいくらですか。どのように考
えたのか分かるように，式やこと
ばなどを使って説明しましょう。 
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資料４ 抽出児の解答記述 

図６「説明する問題では，何を書いていけばよ 
いのかが分かっているか」についての回
答結果 

図７「考え方が分かるように，言葉や数，式
などを使って説明することは，難しく
ないと思うか」についての回答結果 
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る又はだいたいあてはまると回答した児童が，事前調査では60.9％(14名)であったが，事後調査で

は87.0％(20名)になっている。それに伴って，図７の「考え方が分かるように，言葉や数，式など

を使って説明することは，難しくないと思うか」についても，あてはまる又はだいたいあてはまる

と回答した児童が17.4％(４名)から78.3％(18名)になっている。このことから，考えを進めること

に対しての抵抗感がなくなってきていることが分かる。  

このように，吹き出しを使って「考えを説明するポイント」を記述させたことが，児童にとって思

考過程を表出するための手助けとなり，数学的に考える力の高まりにつながっていくと考えられる。 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

(1)  研究のまとめ 

本研究では，式の根拠と計算結果の意味に着目した「考えを説明するポイント」を記述させる

ことで，根拠を明らかにしながら考えを進めていく児童の育成を目指した。その結果，成果とし

て得られたことは，次のとおりである。 

・ 吹き出しを使った記述モデルを提示し，「式の説明」と「計算で求めた数の意味」に着目した

「考えを説明するポイント」を記述させたことで，児童は，根拠を意識して考えを表現する手法

を習得することができ，数学的に考える力の高まりにつながった。 

・ 考えがもてない児童に対して，既習内容や考えの進め方を示したイメージ図の動画を見せたり，

ヒント用ワークシートを手掛かりにさせたりしたことで，既習内容を想起させ，次に何を考えれ

ばよいのかをつかませることができた。 

(2)  今後の課題 

・ 本研究では，〈量と測定〉と〈数と計算〉領域の単元で仮説の検証を行った。他の領域におい

ても，今回の手立てが数学的に考える力を高めていく上で有効であるかを明らかにする必要が

ある。 

・ 帰納的に考えていく授業において，思考過程を表出させるための指導の在り方を探る。 

・ 思考過程を表現した記述内容を基にして，互いに考えを交流させ，学びを深めさせていく指導

の在り方を探る。 
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